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中学校校歌によまれている西宮市域の地域環境 
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１ はじめに 















西宮市内には，現在市立幼稚園が 18 園，小学校が 41 校，中学校が 20 校，特別支援学校が 1 校と
市立高等学校が 2 校の，計 82 校園ある。さらに最近閉校になった小学校 1 校がある。これらを合計
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 研究資料としては，西宮市立各中学校が，平成 20 年 4 月に発行した『学校要覧』を用いた。幼稚
園，小学校については既に研究報告をしているので中学校 20 校を研究対象にした。 
校歌を分析する項目の選定については，鳴尾中学校の校歌をサンプルにして分析した結果，次のよ








六甲山は，浜脇中の「六甲の峰 とこしえに ゆるがぬ姿 仰ぎつつ…」のように，西宮浜中，上
ヶ原中，瓦木中，学文中，山口中など 13 校がよんでいる。また，苦楽園中の「緑濃き 武庫の山辺」，
今津中の「仰ぐ山脈」，塩瀬中の「武庫の山なみ」のように，暗に六甲山をよんでいる学校もある。 

















































六甲山(13) 甲山(3) 武庫の山辺(1) 仰ぐ山脈(1) 武庫の山なみ(1) 







有馬路(2)，公智の森(1) 灯台(1) 甲子園(1) 
農に生きる 竹編む 紙すくわざ 
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海が校歌によまれている学校の北限は甲陵中であって，校歌の 3 番に「見はるかす ちぬの浦波 潮








阪神淡路大震災後にできたマリナパーク西宮浜にある西宮浜中は，1 番に「朝日輝く ちぬの海 浜



























鳴尾南中「潮の音 満ちる鳴尾浜」，高須中「鳴尾の浜に かかる虹 仰ぎてめざす 高き夢」，真


















 校歌によまれている河川は，2 河川，9 校である。これは河川の分布が，限定されているためと考
えられる。 
武庫川が最も多くて 8 校ある。甲武中「武庫の流れに いだかれて」，瓦木中「武庫の川水あの音
は 進む未来のほめうたか」，上甲子園中「今日も明るく たゆみなく 流るる音よ 武庫川は」，学
文中「流れは清き 武庫川の 源遠く 知らねども」などで，武庫川が学区内や近接地にある学校の
校歌である。 

















 風については，浜脇中の「武庫の浦風 高らかに」，西宮浜中「浜風香る さわやかに」，真砂中の
1 番「かがやけかがやけ 真砂 しおかぜに」，2 番「のびゆけのびゆけ…しおかぜに」，3 番「はばた
けはばたけ…しおかぜに」，高須中「武庫の浜風 胸に受け」，学文中「海風そよぐ さわやかさ」な
ど，大阪湾から吹いてくる「浜風」や「浦風」，そして「しおかぜ(潮風)」をよんだ校歌がある。 

































真砂中「希望豊けき 灯台に 朝焼け映ゆる 今津浜」の灯台は，今津浜にある今津灯台である。








 校歌の中に，その学校の地域の地場産業をよんだ学校が 2 校ある。 




































近景 一本一本の樹木の葉，幹，あるいは枝ぶり等の特徴が視覚的に意味を持つ領域。距離にして 300m 以内で
見られる。 
中景 一本一本の樹木の樹冠を見分けることができるが，枝ぶり等はもはやとらえることのできない領域。距離










前記の近景，中景，遠景の三視点から，西宮市域内の中学校 20 校の効果を分析したものが第 3 表
である。 
 全般的なことでは，近景が 24.6％と最も少なく，中景が 36.1％，遠景が最も多く 39.3％である。 
その理由と考えられるものについて，近景，中景，遠景の順で考察した。 
① 近景は，学校から 300 メートル以内の景観ということから，学校の所在地，または学校付近の景 
観が，校歌によまれているところに特徴がある。 









中景の第 2 位は河川で，武庫川が 7 校の校歌によまれている。たとえば，上甲子園中「今日も明る
く あゆみなく 流るる音よ武庫川は」，学文中「流れは清き 武庫川の 源遠く しらねども」，深










         景観別 
校種    校数  
近景 中景 遠景 
計 
0~300ｍ以内 300~4000ｍ 4000ｍ以上 
中学校   20 15 22 24 61
  ％      24.6 36.1 39.3 100.0
 
③ 遠景の景観が校歌によまれている項目は 24 で，そのうち 15 が山，6 が海で河川は１件もない。 






























計 7 23 22 52 







































学校である。校歌が制定されてから 40 年余りの歳を重ねている。1 番の歌詞は次のとおりである。 
 
  武庫の流れに いだかれて よろこびの朝 かがやけり 
 生き生きと 美しく 若き血潮の 集い来て 
  築く力を いしずえに 甲武 甲武 甲武中学校 
         西宮市立甲武中学校 河村陽子作詞・吉田 保作曲 
 
・過去に武庫川は氾濫が起きている。 
・避難所周辺は水田が多く，避難経路が冠水する。     適性数の街灯の設置 
・水田の辺りは街灯が少なく，夜は暗い。         ガードレール・標識等の設置 
・用水路と道路との境にガードレールがない。 
 

















（１） 20 校の校歌によまれている地域環境は，掲出頻度の多い順に記すと，次のようである。 
①山，②海，③学校所在地，④河川，⑤風，⑥植物，⑦動物，⑧史跡，⑨産業，⑩その他の 10 要
素で，その合計は 80 であった。 















⑤ 地理学的景観から，20 校の校歌を，近景，中景，遠景の 3 つの尺度から分析してみると，頻度    
数がもっとも多いのは中景で，次が遠景であって，近景が最も少なかった。近景によまれている
景観は，学校の所在する場所が多く，中景では海が多く，次いで山(甲山)であった。そして遠景
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